
 

システム更新に伴う平成３０年度の稼動予定方針について 

 
北海道大学情報基盤センター利用者受付 

TEL:(011)706-2951 
e-mail:kyodo@oicte.hokudai.ac.jp 

 

 北海道大学情報基盤センター大型計算機システムは平成３０年度に更新予定です。このため，平成３０年度の各サ

ービスは下記の通り予定していますので，予めご留意くださいますようお願いいたします。 

※ 昨年，継続申請書に同封したご案内とスケジュールが変更になっておりますのでご注意ください。 
 

 現行システム 次期システム 

スーパーコンピュータ 
http://www.hucc.hokudai.ac.jp/ 

hop_info.html 

平成３０年７月末まで 
※ 次期システムのサービスが開始するまで，

ファイルアクセスはできません。 
平成３０年１２月から 

ホスティングサーバ 
平成３０年１１月末まで 
平成３０年４月までに申請したサーバは原則

本センターで次期システムへ移行します。（サ

ーバ環境によっては移行できない場合があり

ます。） 

平成３０年１２月から 
本センターが次期システムへ移行するサーバ

が対象で，新規受付はありません。 

プロジェクトサーバ 
http://www.hucc.hokudai.ac.jp/ 

hosting_server.html 

平成３０年１２月から 
クラウドサーバ（仮想サーバ，物理サーバ，

GPU物理サーバ）に名称変更予定です。 

アプリケーションサーバ 
http://www.hucc.hokudai.ac.jp/ 

malt_info.html 

平成３０年１１月末まで 
以下のアプリケーションは平成２９年度（平成

３０年３月末）をもってサービスを終了します。 

・Amber ・Marc 

・ANSYS ・Marc Mentat 

・ANSYS Fluent ・MD.Nastran 

・LS_DYNA ・Patran 
 

平成３０年１２月から 

オンラインストレージ（Proself） 
http://www.hucc.hokudai.ac.jp/ 

online_storage.html 
平成３０年１１月末まで 平成３０年１２月から 

WebDAV ストレージ（ownCloud） 
http://www.hucc.hokudai.ac.jp/ 

owncloud.html 
平成３０年１１月末まで 平成３０年１２月から 

AmazonS3 互換オブジェクトストレージ 
http://www.hucc.hokudai.ac.jp/ 

pdf/AmazonS3_Manual.pdf 

平成３０年１１月末をもってサービス
を終了します。 

― 

ダウンロードサービス 
・Mathematica 
・AVS/Express 
http://www.hucc.hokudai.ac.jp/ 

appli_category.html 

平成３０年１１月末まで 平成３０年１２月から 

利用者端末室設置の端末 平成３０年１１月末をもってサービス
を終了します。 

― 

大判プリンタ 
http://www.hucc.hokudai.ac.jp/ 

printer.html 
平成３０年１１月末まで 

平成３０年１２月から 
新大判プリンタのご利用にあたり，出力端末

に改めてアカウント作成が必要となります。 

 
次期システムのサービス開始日時は追ってご案内いたします。なお，スーパーコンピュータ以外の現行システ
ムから次期システムへの切り替えは数時間～1日程度の停止を伴う見込です。 
 
 

重要 

＊裏面参照＊ 

別紙 

tel:(011)706-2951


現行／次期システムの比較（概要） 

 

サービス概要 

平成３０年１２月から運用開始予定の次期システムと現行システムの比較です。 

次期システムは調達手続き中につき，システム構成，サービス内容は変更になる場合がありますので予めご承知

置きください。 
 

スーパーコンピュータシステム 

現行システム 

演算 

・S3/S10/S50/S100 の各コース 

ストレージ 

・5MB以上 10GBまで従量課金 

・F3/F10/F50 の各コース 

 

 次期システム 

サブシステム A 

x86 アーキテクチャに基づくマルチコアプロセッサを利用したシステムで，ノード当

たり 2.5TFLOPS 以上の演算性能，384GB 以上のメモリを備えています。 

サブシステム B 

メニーコアプロセッサを利用したシステムで，ノード当たり 3.0TFLOPS 以上の演算

性能，96GB 以上のメモリを備えています。 

サブシステム A/B それぞれにおいて，下記コースを予定しています。 

演算 

【トークン（プリペイド）利用】 

従来の利用形態を継承するもので，大規模計算に対応しています。 

・従来の S3/S10/S50/S100 に対応する各コースを用意します。 

【定額ノード利用】 

申請した資源は，年間を通じて占有利用できます。また，研究室等のグループ

による共同利用が可能です。 

・必要とする資源をノード単位で申請してください。 

申請１ノード当たり 3TB のグループファイル領域が利用可能となります。 

ストレージ 

基本サービス経費に 100GB のユーザファイル領域が含まれる予定です。 

ファイル領域は必要に応じてプリペイド方式で追加できます。 

・ユーザファイル領域（/home）及びグループファイル領域（/work）の追加 

利用負担金は電気使用料相当額を原則とし，現行の各コースと比べより多くの資

源が利用可能となる予定です。また，現行システムで使い切れなかった資源は次

期システム（サブシステム A）へ継承する予定です。 

 

ホスティングサーバ／プロジェクトサーバ 

現行システム 

ホスティングサーバ 

（上級者向けパッケージ） 

プロジェクトサーバ 

（S/M/L/XL サーバ） 

 

 次期システム 

クラウドサーバ（仮想サーバ） 

現行プロジェクトサーバの継承を目的とした研究用サーバで，現行システムのプロジ

ェクトサーバ（M/L）に相当し，4 コア，10 コア単位の貸し出しとなります。（貸し出し単

位数は変更になる場合があります。） 

クラウドサーバ（物理サーバ） 

現行プロジェクトサーバ（XL サーバ）の継承を目的とした研究用サーバです。 

コア数：40 メモリ：256 ギガバイト ストレージ：SSD 80 ギガバイト以上 + HDDを 1テ

ラバイト単位で追加可能 

クラウドサーバ（GPU 物理サーバ） 

GPU を利用することが可能な新サービスの研究用サーバです。 

コア数：40 メモリ：256 ギガバイト ストレージ：SSD 80 ギガバイト以上 + HDDを 1テラ

バイト単位で追加可能 

利用負担金は電気使用料相当額を原則とし，現行と同程度の負担金となるよう調整中で

す。また，現行システムで利用されているホスティングサーバ／プロジェクトサーバ（XL

サーバを除く）は専用環境に移行し，その利用負担金は現行と同程度になるよう調整中

です。 

 

その他下記サービスにおける利用負担金は，現行と同程度以下になるよう調整中です。 

・オンラインストレージ（Proself） 

・WebDAV ストレージ（ownCloud） 

・大判プリンタ 

最新情報はメールマガジン，本センターホームページ（http://www.hucc.hokudai.ac.jp/）等でご案内します。 


